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 平成17年4月に発達障害者支援法が施行され、法律に規定され
た事業として、発達障害者支援センターが都道府県政令指定都
市等に順次整備されていきました。

 発達障害のある人やその家族、そして関係機関からの相談に対応
するとともに、特性を考慮した支援が受けられるよう市町単位での
支援体制の整備を行い、関係機関への後方支援に力を入れてい
ます。

 発達障害の特性を考慮した支援が行われるための取組みとして、
広島県では平成22年度に「発達障害支援ハンドブック～相談支
援編～」を作成しました。また平成23年度には「幼児・学齢期支
援編」「就労支援編」を作成しました。

 ハンドブックの活用を推進するために、「発達障害支援スキルアッ
プ研修」を実施することで、様々な地域で活用事例が展開される
ようになりました。

 発行から10年が経過し、発達障害を取り巻く情勢の変化や米国
精神医学会においてDSM-5（精神障害の診断・統計マニュアル
第5版）が発行され、診断名の見直しが行われました。

 こうした状況を踏まえ、家族支援等、新たな取り組みや用語につい
ても見直しの必要が生じたことから「発達障害支援ハンドブック」
の改訂を行うこととなりました。

 これまでの内容に加えて新たな視点を追加した内容になっており、
名称も改訂版発達障害支援ハンドブックから、「支援者のための
発達障害支援ガイドブック」と改めました。様々な支援現場で活用
いただければ幸いです。

 最後に、2年間検討委員としてご参加いただいた皆様、挿絵をご
提供いただいた関係者の皆様、そして、永年当センターへのご指
導をいただいており、医事監修のお力添えを賜りました医療法人
翠星会 松田病院理事長の松田文雄先生に心より感謝申しあげ
ます。

発行にあたって

令和4年3月
広島県発達障害者支援センター
西村浩二
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ガイドブックの活用方法

「発達障害支援ハンドブック」の発行から約10年が
経過しましたが、その間、障害福祉サービス事業所
が大幅に増加し、発達障害のある人を受け入れる環
境も増えてきました。

身近な地域で発達障害のある人を受け入れる流れが
進みつつある一方で、特性が考慮されず、適切な支
援に繋がらない例も少なくありません。

相談支援においては、通常の面談技術、支援技術・
ケースワーク、知識・情報に加え、発達障害の特性
を考慮した支援が必要です。

これまでは分野別に3種類のハンドブックを作成し
ておりましたが、この度の改訂では、年代を問わず
支援に携わる様々な立場の人が活用できるように一
冊にまとめました。

各市町の相談窓口や支援機関で活用していただくこ
とを想定しています。

発達障害の特性を考慮した上で、発達障害の様々な
支援に関する進め方についてまとめています。

発達障害の特性を踏まえた相談・支援の必要性

ガイドブックのねらい
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